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法
務
省
の
主
唱
に
よ
る「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
行
わ

れ
た
標
語
の
募
集
に
多
く
の
ご
応
募
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
、
応
募
数
１
８
８
点
の
中
か
ら
審
査

し
た
結
果
、
標
記
の
７
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

☆北見地区納税貯蓄組合連合会長賞
佐呂間中学校　2年　安田しいな
作品名「税について」

平成 25年度
「中学生の税についての作文」受賞者

☆北見税務署長賞
佐呂間高等学校　3年　佐々木亜湖
作品名「税金について考える」

平成 25年度
「税に関する高校生の作文」受賞者

☆北見税務署長賞
金賞　佐呂間小学校　　6年　鈴木　佑奈
銀賞　佐呂間小学校　　5年　鎌田　彩来
銅賞　佐呂間小学校　　2年　小林　姫星
銅賞　若佐小学校　　　4年　平戸　理久

☆佐呂間町長賞
金賞　佐呂間小学校　　5年　鈴木さくら
銀賞　佐呂間小学校　　5年　佐野　真唯
銅賞　若佐小学校　　　5年　古川　可純
銅賞　佐呂間小学校　　4年　畑中　悠人

☆オホーツク総合振興局長賞
金賞　若佐小学校　　　6年　音田　綺乃
銀賞　佐呂間小学校　　4年　小林　心愛
銅賞　佐呂間小学校　　6年　林　　日和
銅賞　佐呂間小学校　　2年　今部　双葉

☆佐呂間町教育委員会教育長賞
金賞　佐呂間小学校　　6年　住吉　真有
銀賞　佐呂間小学校　　4年　鈴木　里歩
銅賞　佐呂間小学校　　6年　澤田　綾乃
銅賞　佐呂間小学校　　6年　橋本　芽育

☆ ( 社 ) 北見地方法人会佐呂間支部長賞
金賞　浜佐呂間小学校　6年　伊奈　音葉
銀賞　若佐小学校　　　6年　太田　紫苑
銅賞　若佐小学校　　　5年　鈴木　大介
銅賞　佐呂間小学校　　3年　鎌田　優来

☆佐呂間町青色申告会長賞
金賞　佐呂間小学校　　4年　松本　歩峻
銀賞　佐呂間小学校　　4年　永野　里紗
銅賞　佐呂間小学校　　4年　北出　百華
銅賞　佐呂間小学校　　3年　鈴木　由菜

☆佐呂間漁業協同組合青色申告会長賞
金賞　佐呂間小学校　　6年　今地　遙香
銀賞　佐呂間小学校　　4年　横山　未玖
銅賞　佐呂間小学校　　4年　吉野　　和
銅賞　佐呂間小学校　　6年　亀井　拓海

☆佐呂間農業青色申告会長賞
金賞　佐呂間小学校　　6年　小林　花綾
銀賞　佐呂間小学校　　4年　海老名諒一
銅賞　佐呂間小学校　　6年　荒田　尚志
銅賞　佐呂間小学校　　1年　伊奈　瑠音

平成 25年度佐呂間町
「小学生の税の書道展」入賞者

　11 月 12 日、平成 25 年度の「税を考える
週間」における、〝小学生の税の書道〟・〝中
学生の税についての作文〟・〝税に関する高校
生の作文〟の表彰式が関係者や保護者など多
数出席される中、佐呂間町町民センターで挙
行されました。小学生の書道では、８部門
32 名、中学生の作文と高校生の作文ではそ
れぞれ１部門１名ずつに表彰状と記念品が贈
呈されました。高校生の作文では、初めての
応募で、見事 !! 初の受賞となりました。
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平成 3 年から多年に亘り、佐
呂間町知来自治会長、また、佐
呂間町民生児童委員・佐呂間町
褒賞審議会委員として、その卓
越した識見と積極的な実践力を
以って幅広く活躍され本町自治
の発展に大きく貢献されました。

昭和 44 年から 36 年間佐呂間町
統計調査員として活躍され、そ
の積極的な活動により本町自治
の振興発展に大きく貢献されま
した。

昭和 50 年から佐呂間町交通指
導員として 38 年勤続され、そ
の間副部長を歴任し、地域住民
の交通安全意識の高揚と交通安
全指導に尽力され、本町自治の
振興発展に大きく貢献されまし
た。

平成 2 年から 5 期 15 年間に亘
り、佐呂間町農業員会委員及び
会長代理として、また、昭和 55
年から 25 年間佐呂間町統計調
査員として活躍され、その積極
的な活動により本町自治の振興
発展に大きく貢献されました。

町の公職や本町行政に永年勤続し、自治の振興に寄与し、顕著な功績のあった方に贈られます。

昭和 56 年から多年に亘り、佐
呂間町社会教育推進委員、社会
教育委員を歴任され、また、佐
呂間町文化連盟副会長及び会長
として、その卓越した識見と積
極的な活動により本町教育の振
興に大きく貢献されました。

本町在住 71 年この間多年に亘
り、佐呂間町文化連盟役員及び
佐呂間町社会教育委員、町立図
書館協議会委員として、また、
執筆活動で文学賞を受賞し、そ
の卓越した識見と積極的な活動
により本町教育の振興に大きく
貢献されました。

学校教育並びに社会教育、芸術文化に永年勤続し、教育の振興と文化の発展に寄与し、顕著な
功績のあった方に贈られます。

本町在住 51 年この間商工業を
営むかたわら佐呂間町商工会理
事・監事・副会長及び会長等の
要職を歴任され、また佐呂間町
総合管理協同組合理事長とし
て、その積極的な活動により本
町産業の振興発展に大きく貢献
されました。

平成 4年から永年に亘り佐呂間
町民生児童委員として、豊富な
知識と積極的な活動により明る
い地域社会の建設に努められ、
本町社会福祉の向上と民生安定
に大きく貢献されました。

産業開発に永年勤続し、産業振興上顕著な功績のあっ
た方に贈られます。

社会福祉事業に永年勤続し、更生福祉、保健衛生等広く民
生の安定に寄与し、顕著な功績のあった方に贈られます。

佐呂間町の発展に寄与された功績を称えて
この表彰は、佐呂間町褒賞条例に基づき、永年に亘り町の
発展に顕著な功績があった方を表彰するものです。表彰は
11月 3日、佐呂間コミュニティーセンターで行われました。

　

佐
呂
間
町
で
は
、
小
田
医
院
の
入
院
病

床
19
床
を
継
承
す
る
町
立
診
療
所
を
開
設

す
る
た
め
、現
在
の
佐
呂
間
厚
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
平
成
26
年
１
月
31
日
を
以
っ
て
閉
院

し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
町
立
診
療

所
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
」
と
し
て
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　　

新
し
い
町
立
診
療
所
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ

ろ
ま
」
は
、
宮
城
県
富
谷
町
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
清
里
町
で
診
療
事
業
を
展
開
し
て

い
る
＂
医
療
法
人
恵
尚
会
＂
に
運
営
を
委

託
し
、
施
設
に
つ
い
て
は
現
在
の
佐
呂
間

厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
２
階
部
分
を
改
修
、

入
院
病
床
19
床
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

改
修
後
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、

一
般
診
療
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理

に
重
点
を
置
い
た
、
町
立
診
療
所
と
し
て

「
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

佐
呂
間
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

て
い
る
方
の
カ
ル
テ
な
ど
医
療
記
録
に
つ

い
て
は
、診
療
の
継
続
性
を
考
慮
し
て
「
ク

リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
」
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
」
開
設
ま
で
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
町
広
報
を
と
お

し
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

︻
町
立
診
療
所
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
︼

役
場
保
健
福
祉
課　
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　小田医院院長、小田稔氏から、町立診療所の開設にあたり、入院病床の継
承に必要となる施設及び医療機器の全てを佐呂間町に寄贈いただきました。
　小田氏は、昭和 42 年に佐呂間厚生病院院長として着任され、昭和 53 年に
現在の小田医院を開設、以来、長きに亘り現在も地域医療に貢献されていま
す。町立診療所開設にも計画当初から町との協議に積極的に関わり、今後の
佐呂間町医療に対して貴重なご意見をいただきました。その結果、町立診療
所開設に前向きなご理解をいただ
き、今回の寄贈となりました。
　今後も 3月末までは、小田医院
を継続して診療していただくこと
となりますが、この度の寄贈に対
し、心から感謝し御礼申し上げま
す。誠にありがとうございました。

　この度、本町知来出身で東京都在住の会社経営、片平俊治氏から、ふるさと納税として「開設す
る町立診療所の医療機器購入に役立ててほしい。」と、1億円の寄附がありました。片平氏は 9月中
旬に佐呂間町を訪れ、町長と懇談し「故郷である佐呂間町に貢献したい。」との申し出をいただき
この度の寄附となりました。
　片平氏は、旧知来小学校を「ふるさと知来館」として運営するための協力をはじめ、町内企業振興、
さらには東京サロマ会の会員として、故郷佐呂間に対する愛情を持ち続け、地域振興にご尽力いた
だいています。
　この度の寄附を、町民の皆さんの健康保持増進に必要な町立診療所の医療機器整備に有効に活用
させていただくことを約束し、心から感謝し御礼申し上げます。誠にありあがとうございました。


